
154　研究系及び研究施設の現状

川　口　博　之（助教授）

A-1) 専門領域：錯体化学

A-2) 研究課題：

a) シリルチオラート錯体を前駆体とした金属スルフィドクラスター化合物の合成

b) 金属錯体による小分子活性化

c) 多核金属錯体の合成と反応性に関する研究

A-3)  研究活動の概略と主な成果

a) これまで研究例が限られているシリルチオラート錯体の合成と反応について研究を進めている。シリルチオラート

錯体は反応活性なケイ素－硫黄結合をもつため，多様な反応性を示すと考えられる。得に金属スルフィドクラスター

合成における有用な前駆体として期待されている。今回，シリルチオラート配位子のケイ素上の置換基が異なる錯

体を合成し，その反応性を調べることにより，シリルチオラート配位子のケイ素上の置換基を変化させることによ

り，クラスターの生成過程を制御できる可能性を示した。

b) フェノ－ルおよびチオフェノールを骨格にもつ多座配位子を補助配位子とした遷移金属錯体を設計，合成し，これ

ら金属錯体反応場を用いた小分子（窒素，二酸化炭素，一酸化炭素等）の活性化反応の開拓に取り組んでいる。現在，

反応活性な遷移金属錯体へと容易に誘導できる化合物として，ヒドリド錯体の合成を進めている。これまでにない

結合様式や構造をもつ錯体を合成・単離するのに成功した。例えば，３つのヒドリド配位子が3価の２つのチタン間

を架橋した化合物を合成し，構造解析および各種スペクトルより，3価のチタン間に金属－金属結合が存在すること

を明らかにした。

c) フェニレン基をスペーサーに用いた多座フェノキシド配位子およびtrans-1,2-シクロヘキシル基をスペーサーに用

いたビス（アミジナート）配位子を用いて金属錯体を合成した。これらの配位子をプラットホームにし，前周期遷移

金属をもちいて多核錯体の合成を行った。さらに，得られた多核錯体を用いて，エチレンの重合反応を検討した。
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C) 研究活動の課題と展望

課題(a)では金属カルコゲニドクラスター化合物の合理的合成法の開発を目指し，その原料化合物となるシリルカルコゲノ

ラート錯体の合成を行っている。現在，硫黄－ケイ素結合をもつ金属錯体の合成を中心に研究を進めているが，セレン，テル

ルを含む化合物へ展開する。課題(b)，(c)では多核金属錯体を合成し，金属錯体反応場上での小分子(窒素分子，二酸化炭

素，一酸化炭素等)の活性化を目指し研究を進める。特に前周期遷移金属錯体において，窒素や一酸化炭素の特異な反応

を見いだした。今後，その反応中間体の単離も含め，反応機構の解明をすすめる。


